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は
じ
め
に

宋
伯
魯
（
一
八
五
四
〜
一
九
三
二
）
は
字
を
芝
棟
と
い
い
、
芝
田
と
号
し
た
。

光
緒
一
一
年
（
一
八
八
五
）、
科
挙
に
及
第
し
、
清
朝
に
お
い
て
は
翰
林
院
に
入
っ

た
官
僚
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）
に
開
始
さ
れ
た
改

革
「
戊
戌
の
変
法
」
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
書
に
つ
い
て
は
、
初
め

に
李
邕
（
六
七
八
〜
七
四
七
）、
次
い
で
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
〜
一
三
二
二
）

と
北
魏
の
碑
を
習
い
、
晩
年
に
は
王
羲
之
（
三
〇
三
〜
三
六
一
）
と
王
献
之
（
三

四
四
〜
三
八
六
）
の
書
風
を
求
め
、
章
草
に
専
心
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

観
峰
館
に
は
、
宋
伯
魯
の
書
が
五
件
、
絵
画
が
二
件
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書

に
つ
い
て
は
、
一
件
が
清
時
代
末
期
の
制
作
で
あ
り
、
残
る
四
件
が
中
華
民
国

の
制
作
と
な
る
。
こ
の
内
三
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
王
羲
之
の
書
を
臨
書
し
た
も
の

で
あ
り
、「
晩
年
に
王
羲
之
の
書
風
を
求
め
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
証
明
す

る
作
例
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
宋
伯
魯
の
書
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
王
羲
之
の
書
風
を
求
め
た
」
と
評
さ
れ
る
こ

と
の
内
実
は
明
ら
か
で
な
い（

（
（

。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
宋
伯
魯
が
王
義
之
の
書
を

臨
書
し
た
作
品
に
ど
の
よ
う
な
造
形
的
特
質
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か

に
し
、
第
二
に
、
宋
伯
魯
の
臨
書
に
お
け
る
造
形
的
特
質
は
、
中
華
民
国
初
期

と
い
う
時
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
以
下
の
手
続
き
を
と
る
。
第
一
章
で
、
観
峰
館
が
所
蔵
す
る

宋
伯
魯
の
作
品
を
整
理
し
、
作
品
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
提
示
す
る
。
第

二
章
で
、《
草
書
臨
王
羲
之
成
都
城
池
・
朱
処
仁
帖
軸
》
を
主
た
る
分
析
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
、
王
羲
之
の
原
帖
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
伯
魯
の

臨
書
が
字
間
・
行
間
を
均
質
化
し
、
字
形
の
安
定
感
を
強
め
る
と
い
う
特
質
を

持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
、
中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
他
の

書
家
に
よ
る
王
羲
之
の
臨
書
作
品
を
取
り
上
げ
、
宋
伯
魯
の
臨
書
と
比
較
す
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
華
民
国
初
期
に
様
々
な
王
羲
之
書
法
が
実
践
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
、
宋
伯
魯
の
臨
書
に
見
ら
れ
る
造
形
的
特
質
が
石
碑
の
よ
う
な
公

的
な
媒
体
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宋
伯
魯
に
よ
る
王
羲
之
の
臨
書
作
品
は
、
伝
統
的
に
学

ば
れ
て
き
た
石
碑
を
想
起
さ
せ
る
安
定
感
の
強
い
静
的
な
造
形
を
持
つ
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
こ
れ
は
中
華
民
国
初
期
に
お
い
て
、
他
の
書
家
た
ち
に
比
べ
て

は
る
か
に
伝
統
的
・
保
守
的
な
書
風
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
結
論

付
け
る
。

第
一
章
　
観
峰
館
所
蔵
作
品
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
観
峰
館
が
所
蔵
し
て
い
る
宋
伯
魯
の
作
品
を
紹
介
す
る
。
本
稿

宋
伯
魯
の
臨
書

―
中
華
民
国
初
期
に
お
け
る
王
羲
之
書
法
の
一
様
相

―

根
　
來
　
孝
　
明
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に
お
い
て
は
、《　

》
に
作
品
名
を
、
そ
れ
以
降
に
図
版
・
資
料
番
号
・
寸
法
・

制
作
年
・
釈
文
を
表
記
す
る
。
な
お
、
釈
文
中
の
「
／
」
は
改
行
を
示
す
。
ま

た
、
特
記
す
る
事
項
が
あ
る
場
合
は
末
尾
に
「
補
記
」
を
加
え
て
い
る（

（
（

。

（
一
）
書
法
作
品

①
《
行
書
陸
放
翁
詩
鈔
序
語
四
屏
》

資
料
番
号
：
４
Ａ

−
３
６
７
１

寸　
　

法
：
各
一
三
一
・
九
×
三
二
・
三
㎝

制
作
年
：
光
緒
二
十
七
年
（
一
九
〇
一
）

釈　
　

文
：
渭
南
詩
其
志
夸
宕
故
其
於
節
也
和
其
／
思
刻
苦
故
於
形
也
肖
当
其

細
入
豪
芒
幽
／
窮
影
響
隠
如
風
雨
之
集
而
莫
測
其
端
而
／
隊
仗
鮮

明
冠
服
偉
麗
時
又
何
嘗
不
如
／
西
山
校
射
獵
騎
千
群
別
館
張
莚
従

官
百
／
輩
乎
自
神
京
陸
沉
沈
偷
安
南
渡
渭
南
以
一
／
書
生
蒿
目
当

塗
弯
孤
躍
馬
之
思
既
老
／
不
釋
其
用
心
与
子
美
何
異
若
其
詩
之
前

後
錯
出
譬
之
深
山
大
沢
包
含
者
多
不
暇
乂
／
除
豈
如
守
半
畝
之
宮

一
木
一
石
可
屈
指
／
計
数
而
顧
欲
以
此
傲
彼
乎
／
辛
丑
五
月
書
奉

／
聡
甫
仁
兄
年
大
人
之
属
即
正　

滋
東
弟
宋
伯
魯

補　
　

記
：
観
峰
館
所
蔵
品
の
中
で
は
唯
一
と
な
る
清
時
代
の
作
例
。
良
質
な

臘
箋
を
用
い
て
い
る
。

②
《
草
書
臨
王
羲
之
成
都
城
池
・
朱
処
仁
帖
軸
》

資
料
番
号
：
４
Ａ

−

４
１
８
３
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寸　
　

法
：
八
二
・
五
×
四
一
・
〇
㎝

制
作
年
：
民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）

釈　
　

文
：
往
在
都
見
諸
葛
顕
曽
具
問
蜀
中
事
云
／
成
都
城
池
門
屋
楼
観
皆
是

秦
時
司
馬
／
錯
所
修
令
人
遠
想
慨
然
為
爾
不
信
具
示
朱
／
処
仁
今

所
在
往
得
其
書
信
遂
不
取
答
今
因
／
足
下
答
其
書
可
令
必
達
／
壬

戌
春
仲
書
奉
／
撫
萬
督
軍
法
教　

芝
田
宋
伯
魯

補　
　

記
：
属
書
に
見
え
る
「
撫
萬
督
軍
」
と
は
清
末
民
初
の
軍
人
・
斉
燮
元

（
一
八
八
五
～
一
九
四
六
・
字
は
撫
萬
）
か
。

③
《
草
書
臨
王
羲
之
蜀
都
帖
軸
》

資
料
番
号
：
５
Ａ

−

０
５
３
７

寸　
　

法
：
一
三
一
・
三
×
二
九
・
八
㎝

制
作
年
：
民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）

釈　
　

文
：
省
足
下
別
疏
具
彼
土
山
川
諸
奇
楊
雄
蜀
都
左
太
沖
三
都
／
殊
為
不

備
悉
彼
故
為
多
奇
益
令
其
遊
目
意
足
也
可
得
果
当
／
告
卿
求
迎
少

人
足
耳
至
時
示
意
遅
此
期
真
以
日
為
歳
／
蓉
軒
大
兄
先
生
属
正　

壬
戌
夏
六
月
上
浣　

宋
伯
魯

④
《
草
書
臨
王
羲
之
成
都
城
池
帖
軸
》

資
料
番
号
：
５
Ａ

−

０
２
２
９

寸　
　

法
：
一
二
五
・
二
×
三
九
・
七
㎝

制
作
年
：
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）

釈　
　

文
：
往
在
都
見
諸
葛
顕
曽
具
問
蜀
中
事
云
／
成
都
城
池
門
屋
楼
観
皆
是

秦
時
司
／
馬
錯
所
修
令
人
遠
想
概
然
／
蘭
卿
姻
講
大
正
之
属　

七

十
四
老
人
宋
伯
魯

⑤
《
行
書
十
二
言
対
聯
》

資
料
番
号
：
５
Ａ

−

０
７
８
５

寸　
　

法
：
各
一
二
三
・
三
×
一
九
・
九
㎝

制
作
年
：
民
国
二
十
年
（
一
九
三
一
）
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釈　
　

文
：
存
上
等
心
結
中
等
縁
享
下
等
福

在
高
処
立
棟
平
処
坐
向
濶
処
行

此
聯
祗
是
箇
溓
抑
敬
慎
四
字
以
謙
抑
津
已
以
敬
慎
接
物
無
所
注
而

不
／
宜
矣
持
盈
戒
満
之
道
此
六
語
尽
之
昔
謹
韻
坡
先
生
嘗
書
此
殃

剛
健
／
婀
娜
至
今
猶
注
来
胸
中
惜
不
能
逮
也　

辛
未
夏
六
月　

宋

伯
魯

（
二
）
絵
画
作
品

①
《
山
水
図
》

資
料
番
号
：
５
ｂ

−

１
０
５
７

寸　
　

法
：
五
〇
・
五
×
三
〇
・
三
㎝

制
作
年
：
民
国
五
年
（
一
九
一
六
）

釈　
　

文
：
丙
辰
夏
五
月
上
旬
／
芝
田
宋
伯
魯

②
《
山
水
図
》

資
料
番
号
：
５
ｂ

−

７
６
５
９

寸　
　

法
：
五
二
・
〇
×
三
四
・
九
㎝

制
作
年
：
不
詳

釈　
　

文
：
芝
田
宋
伯
魯

補　
　

記
：
書
名
右
側
に
属
書
を
削
除
し
た
よ
う
な
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

第
二
章
　
宋
伯
魯
の
臨
書
作
品
に
お
け
る
造
形
的
特
質

本
章
で
は
、
宋
伯
魯
の
臨
書
作
品
と
王
羲
之
尺
牘
と
の
比
較
分
析
を
行
う
。

第
一
節
に
お
い
て
比
較
対
象
と
す
る
王
義
之
法
帖
に
つ
い
て
確
認
し
、
第
二
節

に
お
い
て
（
一
）
②
《
草
書
臨
王
羲
之
成
都
城
池
・
朱
処
仁
帖
軸
》
を
主
た
る

分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
考
察
す
る
。
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第
一
節　

比
較
対
象
と
す
る
王
羲
之
法
帖
に
つ
い
て

観
峰
館
が
所
蔵
す
る
宋
伯
魯
の
書
画
に
お
い
て
、
王
羲
之
の
書
を
臨
書
し
た

作
品
は
②
・
③
・
④
の
三
件
で
あ
る
。
②
は
「
成
都
城
池
帖
」
と
「
朱
処
仁
帖
」

を
、
③
は
「
蜀
都
帖
」
を
、
④
は
「
成
都
城
池
帖
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
臨
書
し
て

い
る
。
以
下
、
本
文
中
で
は
「
臨
書
②
」「
臨
書
③
」「
臨
書
④
」
と
表
記
す
る
。

世
に
存
在
す
る
王
羲
之
の
書
は
す
べ
て
複
製
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
甚
だ
多

い
。
ま
た
拓
本
の
場
合
は
、
刻
さ
れ
た
・
摺
ら
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
風
合
い
が

異
な
り
、
書
風
は
さ
ら
に
多
様
化
し
て
い
る
。
幸
い
、
本
稿
で
取
り
扱
う
宋
伯

魯
の
臨
書
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
臨
書
対
象
は
す
べ
て
《
十
七
帖
》
に
収
め

ら
れ
て
い
る
王
羲
之
の
尺
牘
で
あ
る（

（
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、《
十
七
帖
》
に
収

め
ら
れ
て
い
る
尺
牘
を
比
較
対
象
と
し
て
稿
を
進
め
る
こ
と
に
す
る（

（
（

。
本
稿
に

お
い
て
は
、
拓
本
の
系
統
や
本
文
の
内
容
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
数
種
類
の
「
成

都
城
池
帖
」・「
朱
処
仁
帖
」・「
蜀
都
帖
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
尺
牘
が
ど
の
よ
う
な
造
形
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
す
る
に

と
ど
め
た
い（

（
（

。
な
お
、
比
較
に
際
し
て
は
、
宋
拓
の
法
帖
と
し
て
著
名
な
「
三

井
本
」
を
軸
に
、
そ
こ
に
観
峰
館
本
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
点
を
加
え
る
。
比
較
対

象
と
し
て
「
三
井
本
」
を
加
え
る
の
は
、
特
徴
的
な
技
法
で
あ
る
「
断
筆
」
に

近
い
表
現
が
宋
伯
魯
の
臨
書
に
も
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
観
峰
館

本
Ｃ
は
江
戸
時
代
後
期
に
作
成
さ
れ
た
和
刻
本
で
あ
る
が
、
王
羲
之
の
書
が
ど

の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
併
せ
て

提
示
す
る
。

第
二
節　

王
羲
之
法
帖
と
の
比
較
・
分
析

本
節
で
は
、
臨
書
②
と
、
そ
の
臨
書
対
象
で
あ
る
「
成
都
城
池
帖
」【
図
１
】

と
「
朱
処
仁
帖
」【
図
２
】
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

「
成
都
城
池
帖
」
は
、
全
五
行
に
渡
っ
て
尺
牘
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
四

行
目
下
部
に
は
「
令
人
遠
想
概
然
」
が
書
き
足
さ
れ
て
お
り
、
元
が
尺
牘
と
い

う
私
的
な
媒
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

各
行
の
文
字
は
、
決
し
て
垂
直
線
上
に
は
並
ん
で
い
な
い
。
書
き
進
め
る
ほ

ど
に
、
や
や
左
下
方
へ
と
流
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
時
折
表
れ

る
連
綿
部
分
で
は
や
や
右
下
方
へ
と
文
字
を
配
置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
紙
面
配

置
は
、
全
体
を
躍
動
感
あ
る
も
の
に
し
つ
つ
、
単
調
で
は
な
い
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
朱
処
仁
帖
」
は
、
字
間
・
行
間
が
「
成
都
城
池
帖
」

よ
り
も
や
や
広
い
た
め
、
全
体
的
に
穏
や
か
な
印
象
を
受
け
る
が
、
各
行
の
文

字
が
垂
直
線
上
に
並
ん
で
い
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
い
る（

（
（

。
【図1】《十七帖》（三井本）

「成都城池帖」
【図2】《十七帖》（三井本）

「朱処仁帖」
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こ
れ
ら
に
比
す
れ
ば
、
臨
書
②
は
、
字
間
に
一
定
の
余
白
が
置
か
れ
て
い

る
。「
成
都
城
池
」
の
四
字
を
比
較
し
て
み
よ
う
【
表
１
】。「
三
井
本
」
以
外

の
《
十
七
帖
》
に
お
い
て
も
、
字
間
は
一
定
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
四
字
は

行
末
に
位
置
し
て
お

り
、
最
後
の
「
池
」

は
行
内
に
収
め
る
た

め
に
や
や
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
臨
書

②
で
は
、
こ
の
四
字

は
行
の
中
間
に
位
置

し
て
い
る
た
め
、
字

の
大
小
に
配
慮
す
る

必
要
は
な
い
。
行
間

に
つ
い
て
も
同
様
で
、

一
定
間
隔
を
空
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
余
白

を
均
質
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
王

羲
之
尺
牘
が
拓
本
で

あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず

動
的
で
あ
る
の
に
対

し
、
宋
伯
魯
臨
書
は

肉
筆
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
静
的
な
印
象

を
与
え
る
紙
面
構
成

と
な
っ
て
い
る
。

字
間
を
空
け
て
文
字
を
配
置
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
た
め
、
原
本
の
連

綿
線
を
断
ち
切
り
、
各
字
を
独
立
さ
せ
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
【
表
２
】。

「
曽
具
」「
書
信
」「
足
下
答
」
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
み
よ
う
。
拓
本
に
よ
っ

て
は
、
連
綿
線
の
角
度
・
長
さ
・
有
無
に
わ
ず
か
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
基
本

的
に
、
こ
れ
ら
の
部
分
に
お
け
る
連
綿
線
は
概
ね
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
宋
伯
魯
は
原
本
を
改
変
し
て
ま
で
も
、
字
間
に
余
白
を
と
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
臨
書
②
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
。
臨
書
③
は
「
蜀
都
帖
」【
図
３
】

の
臨
書
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
同
様
に
、
連
綿
線
が
断
ち
切
ら
れ

て
い
る
【
表
３
】。「
疏
具
」
と
「
故
為
」
の
よ
う
に
、
各
字
を
独
立
さ
せ
て
配

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
感
の
強
い
紙
面
を
形
作
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
文
字
が
連
綿
せ
ず
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
慨
然
」
の
二
字
を
見
て
み
よ
う
【
表
４
】。
こ
こ
で
は
、
臨
書
②
・
④
と
《
十

七
帖
》
諸
本
を
比
較
す
る
。《
十
七
帖
》
で
は
、「
慨
然
」
は
連
綿
線
で
繋
が
れ

【表１】 観峰館本Ｃ（和刻） 観峰館本Ｂ 観峰館本Ａ
三井本

臨書②
資料番号 帖−単−046 帖−単−047 拓帖−117 4A−4183

成
都
城
池

【図3】《十七帖》（三井本）「蜀都帖」（部分）
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へ
と
転
じ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、《
十
七
帖
》
諸
本
の
造
形
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
慨
」
の
最
終
画
に

あ
た
る
部
分
は
、「
慨
」
字
全
体
の
か
な
り
右
下
に
位
置
し
て
い
る
。「
忄
」
に

て
い
る
が
、
臨
書
③
で
は
「
曽
具
」「
書
信
」「
足
下
答
」
等
と
同
様
に
、
連
綿

線
が
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
臨
書
②
に
お
い
て
は
、《
十
七
帖
》
と
同
様
、

連
綿
線
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
、
視
点
を
連
綿
線
の
有
無
か
ら
字
形
そ
の
も
の

比
べ
て
「
既
」
が
や

や
右
下
に
位
置
し
、

か
つ
「
既
」
部
分
の

横
画
が
ほ
と
ん
ど
水

平
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
慨
」
字
全
体
は
右

に
傾
斜
し
た
よ
う
な

造
形
と
な
っ
て
い
る
。

拓
本
に
よ
っ
て
、
線

の
肥
瘦
に
差
異
は
あ

る
も
の
の
、
字
の
骨

格
構
造
は
時
代
・
地

域
を
越
え
て
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
。
ま
た
、
続

く
「
然
」
は
、「
慨
」

の
や
や
右
下
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
左
か
ら
右
へ
書

か
れ
る
線
が
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
右
上
が
り

に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
然
」
全
体
を

【表２】 観峰館本Ｃ（和刻） 観峰館本Ｂ 観峰館本Ａ
三井本

臨書②
資料番号 帖−単−046 帖−単−047 拓帖−117 4A−4183

曽
具

書
信

足
下
答

【表３】 観峰館本Ｃ（和刻） 観峰館本Ｂ 観峰館本Ａ
三井本

臨書③
資料番号 帖−単−046 帖−単−047 拓帖−117 5A−0537

疏
具

故
為
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左
に
傾
斜
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
字

の
傾
き
と
位
置
は
、
前
に
書
か
れ
た
文
字
の

造
形
を
受
け
て
臨
機
応
変
に
決
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

対
し
て
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、
こ
の
よ
う
な

造
形
原
理
に
依
っ
て
い
な
い
。
臨
書
②
・
④

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
慨
」
で
は
、「
忄
」

と
「
既
」
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
高
さ
に
位
置
し
、

か
つ
「
既
」
部
分
の
横
画
が
右
上
が
り
に
弧

を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
造
形
と

な
っ
て
い
る
。「
然
」
も
、
最
終
画
に
あ
た

る
横
線
が
水
平
に
近
い
角
度
に
な
っ
て
い
る

た
め
、《
十
七
帖
》
ほ
ど
傾
き
は
生
じ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
個
々
の
字
形
が
安
定
し
て
い
る

た
め
、《
十
七
帖
》
の
よ
う
な
配
置
と
す
る

必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
宋
伯
魯
の
臨
書
と

《
十
七
帖
》
で
は
、
連
綿
線
の
役
割
が
異
な

る
こ
と
が
了
解
さ
れ
て
く
る
。《
十
七
帖
》

に
お
け
る
連
綿
線
は
、
上
下
の
文
字
を
有
機

的
に
結
び
付
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
連

綿
線
そ
の
も
の
の
長
さ
・
角
度
は
、
各
文
字

を
構
成
す
る
点
画
と
同
等
の
重
要
性
を
持
つ

の
で
あ
る
。
対
し
て
宋
伯
魯
の
臨
書
に
お
け

る
連
綿
線
は
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

は
い
な
い
。
個
々
の
文
字
は
造
形
的
に
完
結

し
て
お
り
、
連
綿
線
は
、
た
だ
上
下
の
文
字
を
無
機
的
に
繋
ぐ
に
留
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
造
形
感
覚
の
差
異
は
、
結
果
と
し
て
、
原
本
に
は
存
在
し
な
い

連
綿
線
を
も
生
じ
さ
せ
る
。「
為
尓
」
の
二
字
は
、
原
本
に
連
綿
線
が
な
い
に

も
拘
わ
ら
ず
、
臨
書
②
で
は
連
綿
線
に
よ
っ

て
繋
が
っ
て
い
る
【
表
５
】。
も
し
こ
こ
で

連
綿
線
が
断
ち
切
ら
れ
て
い
た
場
合
、「
尓
」

は
「
為
」
の
左
下
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
こ

で
は
原
本
に
存
在
し
な
い
連
綿
線
を
生
じ
さ

せ
、
各
文
字
が
垂
直
線
上
に
並
ぶ
よ
う
に
改

変
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宋
伯
魯
の
臨
書
に
お

い
て
、
連
綿
線
の
有
無
・
字
形
・
紙
面
に
お

け
る
配
置
構
成
と
い
っ
た
造
形
上
の
諸
要
素

は
、
す
べ
て
、
静
的
で
安
定
感
を
強
め
る
よ

う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
王
羲

之
の
尺
牘
を
臨
書
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
宋

伯
魯
自
身
が
抱
い
て
い
た
王
羲
之
の
イ
メ
ー

ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、

中
華
民
国
初
期
と
い
う
時
期
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

次
章
で
は
、
同
時
期
に
存
在
し
た
他
の
書
家

に
よ
る
王
羲
之
臨
書
作
品
を
確
認
し
て
み
た

い
。

【表４】 観峰館本Ｃ（和刻） 観峰館本Ｂ 観峰館本Ａ
三井本

臨書② 臨書④
資料番号 帖−単−046 帖−単−047 拓帖−117 4A−4183 5A−0229

慨
然

【表５】 観峰館本Ｃ（和刻） 観峰館本Ｂ 観峰館本Ａ
三井本

臨書②
資料番号 帖−単−046 帖−単−047 拓帖−117 4A−4183

為
尓



26

第
三
章
　
中
華
民
国
初
期
に
お
け
る
宋
伯
魯
の
位
置
づ
け

本
章
で
は
、
宋
伯
魯
の
書
と
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
た
ち
の
王
羲

之
臨
書
を
比
較
し
て
み
た
い
。
観
峰
館
の
所
蔵
資
料
に
は
、
幸
い
に
し
て
、
清

時
代
末
期
か
ら
中
華
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
作
家
の
作
品
が
多
く
、
そ
の
中
に

は
、
王
羲
之
の
書
を
臨
書
し
た
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
比
較
対
象
と

し
て
取
り
上
げ
、
中
華
民
国
初
期
の
書
法
史
に
お
け
る
宋
伯
魯
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

第
一
節　

羅
復
堪
と
の
比
較
・
分
析

ま
ず
、
羅
復
堪
（
一
八
七
二
〜
一
九
五
五
）
に
よ
る
「
蜀
都
帖
」
の
臨
書
を

見
て
み
よ
う
【
図
４（

（
（

】。
本
作
は
、
落
款
に
「
丁
卯
」
と
あ
り
、
民
国
十
六
年
（
一

九
二
七
）
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
作
は
、
四
屏
に
渡
っ
て
王
羲
之
「
蜀

都
帖
」
を
臨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
と
宋
伯
魯
の
臨
書
を
比
較
し
て

み
よ
う
。

一
行
目
「
疏
具
」
を
見
る
と
、
羅
復
堪
は
連
綿
し
て
書
い
て
い
る
が
、
宋
伯

魯
に
は
連
面
線
が
な
い
【
表
６
】。
羅
復
堪
は
お
そ
ら
く
、
実
見
し
て
い
た
法

帖
に
見
ら
れ
た
連
綿
線
を
比
較
的
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、
字
間
・
行
間
を
均
一
に
整
え
る
よ
う

な
造
形
感
覚
が
根
底
に
存
在
し
て
い
る
。

「
疏
」
の
字
形
に
つ
い
て
言
え
ば
、
羅
復
堪
は
偏
よ
り
も
旁
が
右
下
方
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、《
十
七
帖
》
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
連
綿
線
に
つ
い

て
も
、《
十
七
帖
》
よ
り
も
大
き
く
旋
回
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
改
変
は
、《
十

七
帖
》
の
持
つ
躍
動
感
を
や
や
誇
張
し
て
臨
書
し
た
結
果
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
臨
書
者
に
よ
っ
て
、
王
羲
之
の
書
は
様
々
な
形
態
を
伴
っ
て

書
き
表
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
臨
書
者
が
王
羲
之
の
書
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
捉
え
て
い
る
か
が
、
如
実
に
表
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

羅
復
堪
の
場
合
、
連
綿
線
の
位
置
な
ど
は
原
本
に
忠
実
で
あ
る
も
の
の
、
字

形
や
連
綿
線
の
角
度
に
つ
い
て
は
、
忠
実
に
写
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
彼

は
お
そ
ら
く
、《
十
七
帖
》
に
見
出
し
た
躍
動
感
を
表
現
す
る
た
め
に
、
前
述

し
た
よ
う
な
改
変
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

紙
面
構
成
に
つ
い
て
も
、
羅
復
堪
と
宋
伯
魯
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。「
疏

具
」
の
よ
う
に
、
連
綿
線
を
大
き
く
湾
曲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
下
の
字
間

が
狭
く
な
り
、
相
対
的
に
、
行
間
が
広
く
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
紙
面
構
成
は
、《
十
七
帖
》
原
本
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

【図4】羅復堪《草書臨王羲之蜀都帖四屏》
各82.0×20.2cm　資料番号4A-2345　民国16年（1927）
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線
質
に
つ
い
て
言
え
ば
、
羅
復
堪
の
書
に

は
潤
渇
が
ほ
と
ん
ど
生
じ
て
い
な
い
た
め
、

拓
本
を
白
黒
反
転
し
た
よ
う
な
線
質
と
な
っ

て
い
る
。
対
し
て
宋
伯
魯
の
臨
書
で
は
、「
太

沖
」
の
よ
う
に
肉
筆
特
有
の
カ
ス
レ
が
生
じ

て
い
る
【
図
５
】。
す
な
わ
ち
、
宋
伯
魯
は
、

静
的
で
安
定
感
あ
る
紙
面
を
構
成
し
つ
つ
、

各
文
字
に
は
自
然
な
墨
の
増
減
に
よ
る
カ
ス

レ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
。

ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
制
作
さ
れ
、
同
じ
王

羲
之
「
蜀
都
帖
」
を
臨
書
し
た
作
品
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
王
羲
之
の
書
を
臨
書
す
る
か
は
、

作
家
が
ど
の
よ
う
に
王
羲
之
を
解
釈
し
た
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
解
釈
の
仕
方
が
、

作
家
の
実
力
で
あ
り
、
ま

た
作
品
を
販
売
す
る
時
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
で
あ
る
。
中
華
民
国

初
期
と
い
う
時
代
を
鑑
み

れ
ば
、
清
朝
が
滅
び
た

後
、
売
字
・
売
画
を
生
業

と
し
て
生
き
て
い
く
作
家

た
ち
は
、
自
ら
の
独
自
性

を
作
り
出
す
必
要
が
あ
っ

た
。
原
本
の
連
綿
線
を
断

ち
切
っ
て
ま
で
、
静
的
で
安
定
感
あ
る
臨
書
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時

代
状
況
も
背
景
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
次
節
で
は
、
さ
ら
に
異
な
る
解
釈
を
示
し
た
作
家

の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

第
二
節　

馬
公
愚
と
の
比
較
・
分
析

次
に
、
馬
公
愚
（
一
八
八
九
〜
一
九
六
九
）
に
よ
る
「
采
菊
帖
」
の
臨
書
と

比
較
し
て
み
よ
う
【
図
６
】。

本
稿
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
宋
伯
魯
の
書
に
は
、「
采
菊
帖
」
の
臨
書
は

存
在
し
な
い
。
だ
が
、
馬
公
愚
も
宋
伯
魯
と
同
様
に
法
帖
を
用
い
て
王
羲
之
の

臨
書
を
行
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
両
者
の
臨

書
に
お
け
る
造
形
上
の
違
い
は
、
す
な
わ
ち
臨
書
態
度
の
違
い
と
取
る
こ
と
が

で
き
よ
う（

（1
（

。

各
行
は
、
字
間
よ
り
も
行
間
が
広
い
た
め
に
、
整
然
と
紙
面
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
各
文
字
は
、
や
や
蛇
行
し
な
が
ら
配
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
《
十
七
帖
》
の
紙
面
構
成
と
近
い
。

「
采
菊
帖
」
原
本
は
、
文
字
の
大
小
が
あ
り
、
行
の
傾
き
も
生
じ
て
い
る
【
図

【図6】《草書臨王羲之采菊帖軸》
各78.7×40.2cm　資料番号4A-2281
中華民国

【表６】
三井本

羅復堪 臨書③
資料番号 4A−2345 5A−0537

疏
具

【図5】「太沖」拡大　臨書③
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７
】。
こ
れ
に
比
す

れ
ば
、
馬
公
愚
の
臨

書
に
お
け
る
文
字
の

配
置
構
成
は
、
か
な

り
整
理
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

連
綿
線
が
多
用
さ

れ
、
動
き
の
あ
る
草

書
と
な
っ
て
い
る

が
、
最
も
注
目
す
べ

き
は
線
質
の
点
で
あ

る
。
馬
公
愚
の
書
で

は
、
書
き
進
め
る
に

つ
れ
て
、
筆
に
含
ま

れ
る
墨
量
が
減
少
す

る
た
め
、
自
然
な
カ

ス
レ
が
生
じ
て
い
る
。

鑑
賞
者
の
目
線
は
、

各
行
の
上
か
ら
下
へ
、

筆
の
動
き
と
墨
の
増

【表７】
《采菊帖》

馬公愚
資料番号 4A−2281

但
不
知
当

減
に
よ
っ
て
違
和
感
な
く
導
か
れ
る
。

「
但
不
知
当
」
を
拡
大
し
て
み
よ
う
【
表
７
】。
原
本
に
比
べ
て
、
字
間
は
均

等
に
調
整
さ
れ
、
各
文
字
は
垂
直
線
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
各
文
字
は
極
め

て
細
い
カ
ス
レ
に
よ
っ
て
繋
が
れ
、
書
き
進
め
る
に
つ
れ
て
自
然
に
墨
量
が
減

少
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
馬
公
愚
の
臨
書
に
お
い
て
は
、
数
文
字
を
一
群

と
し
て
筆
が
運
ば
れ
、
自
然
な
潤
渇
が
生
じ
て
い
る
。
宋
伯
魯
の
臨
書
で
も
、

数
文
字
ご
と
に
墨
を
補
充
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
カ
ス
レ
は
あ
く
ま
で

各
文
字
単
位
で
生
じ
て
い
る
。

字
の
大
小
や
字
間
が
不
揃
い
で
あ
り
、
か
つ
数
文
字
ご
と
に
自
然
な
墨
の
潤

渇
を
用
い
て
い
る
馬
公
愚
の
臨
書
は
、
宋
伯
魯
の
臨
書
と
は
異
な
る
王
羲
之
書

法
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
節　

李
瑞
清
と
の
比
較
・
分
析

最
後
に
、
羅
復
堪
・
馬
公
愚
と
は
大
き
く
異
な
る
意
識
に
よ
っ
て
臨
書
し
た

と
思
わ
れ
る
作
品
を
確
認
し
て
お
く
。
こ
こ
で
は
、
過
度
に
震
え
た
線
を
多
用

す
る
「
鋸
体
」
で
知
ら
れ
る
李
瑞
清
（
一
八
六
七
～
一
九
二
〇
）
が
、
王
羲
之

の
「
節
日
帖
」
と
「
僕
可
帖
」
を
臨
書
し
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
【
図
８
】。

【図7】王羲之《采菊帖》

【図8】《草書臨王羲之尺牘軸》148.4×39.3cm
清末～民国　資料番号4A-0251

【図9】「力」拡大
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李
瑞
清
の
書
は
、
過
度
に
筆
を
震
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
化
し
た
石
刻

の
文
字
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
線
質
と
な
っ
て
い
る
【
図
９
】。
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
臨
書
作
品
に
比
べ
て
、
王
羲
之
の
原
本
と
大
き
く
隔
た
る
線
質
で
あ
る
。

落
款
に
は
「
漢
碑
の
筆
法
で
晋
の
書
を
臨
書
し
、
変
わ
っ
た
趣
を
生
じ
さ
せ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
李
瑞
清
は
意
図
的
に
、
王
羲
之
の
書
を
、
王

羲
之
と
は
異
な
る
「
鋸
体
」
の
筆
法
を
用
い
て
臨
書
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
李
瑞
清
は
王
羲
之
の
書
を
臨
書
し
た
作
品
以
外
に
も
、
多
く
の
作
品
に
お

い
て
「
鋸
体
」
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
李
瑞
清
は
原
本
を
再
現
す
る

こ
と
よ
り
も
、「
自
身
の
志
向
す
る
書
を
作
る
こ
と
」
を
優
先
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
の
手
段
と
し
て
「
鋸
体
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

第
四
節　

中
華
民
国
初
期
に
お
け
る
宋
伯
魯
の
位
置
づ
け

こ
の
よ
う
に
、
王
羲
之
の
書
を
臨
書
し
た
作
品
は
、
臨
書
者
に
よ
っ
て
、
様
々

な
形
態
を
伴
う
こ
と
と
な
る
。
本
節
で
は
、
王
羲
之
の
書
を
臨
書
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
現
象
が
起
き
る
の
か
を
確
認
し
た
上
で
、
宋
伯
魯
の
臨

書
作
品
が
、
中
華
民
国
初
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
考

察
し
て
み
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
王
羲
之
の
書
に
は
肉
筆
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
存
す

る
も
の
は
全
て
複
製
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
王
羲
之
の
書
は
、
唐
代
以
降
、

東
ア
ジ
ア
の
書
に
お
け
る
頂
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。
書
を
学
ぶ
も
の
は
、

皆
等
し
く
、
実
体
の
分
か
ら
な
い
王
羲
之
を
追
い
求
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の

過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
「
王
羲
之
の
書
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
成

さ
れ
て
い
く
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
王
羲
之
の
複
製
を
臨
書
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
王
羲
之
の
複
製
を
臨
書
す
る
こ
と

は
、
臨
書
者
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
存
在
す
る
書
聖
「
王
羲
之
の
イ
メ
ー
ジ
」

＝
「
理
想
の
書
」
を
表
現
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る（

（1
（

。
だ
が
「
理
想

の
書
」
に
は
、
当
然
な
が
ら
、
各
時
代
に
お
け
る
臨
書
者
の
理
想
が
織
り
込
ま

れ
る
こ
と
と
な
る
。
結
果
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
、
あ
ら
ゆ
る
姿
の
「
王

羲
之
書
法
」
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る

の
が
前
節
で
扱
っ
た
李
瑞
清
の
書
で
あ
る
。
李
瑞
清
に
と
っ
て
の
「
理
想
の
書
」

を
書
く
た
め
に
は
、
王
羲
之
よ
り
も
古
い
「
漢
碑
の
筆
法
」
を
用
い
る
こ
と
が

必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
章
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
再
び
、
宋
伯
魯
の
臨
書
作
品
に

立
ち
返
ろ
う
。
原
帖
よ
り
も
字
間
・
行
間
を
均
質
化
し
、
安
定
感
あ
る
字
形
へ

と
改
変
し
て
い
る
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、
王
羲
之
の
原
本
が
本
来
持
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
運
動
感
を
削
ぎ
落
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
字
間
・
行
間
を
均

質
化
す
る
紙
面
構
成
は
、《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
の
よ
う
な
石
碑
と
類
似
す
る
も

の
と
言
え
る
。
安
定
感
の
強
い
字
形
も
ま
た
、
書
体
・
時
代
を
問
わ
ず
、
石
碑

の
よ
う
な
公
的
な
媒
体
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
線
質
の
点
で
は
、
宋
伯

魯
の
臨
書
作
品
に
も
肉
筆
特
有
の
カ
ス
レ
が
わ
ず
か
に
生
じ
て
い
る
も
の
の
、

全
体
を
支
配
す
る
静
的
な
印
象
は
、
肉
筆
よ
り
も
石
碑
と
類
似
す
る
と
言
っ
て

良
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
宋
伯
魯
に
よ
る
王
羲
之
の
臨
書
は
、
肉
筆
で
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
石
碑
の
書
を
想
起
さ
せ
る
造
形
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
朝
で
は
、
碑
学
派
が
興
隆
を
極
め
て
お
り
、
北
魏
や
漢
の
石
碑
と
い
っ
た

新
資
料
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
従
来
の
書
法
学
習
に
用
い
て
い
た

作
品
よ
り
も
古
様
で
素
朴
な
書
風
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
中
華
民
国
初

期
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
新
資
料
に
注
目
し
、
書
法
学
習
の
対
象
と
し
て

用
い
る
状
況
は
存
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
宋
伯
魯
に
よ
る
王
羲

之
の
臨
書
は
、
こ
れ
ら
の
新
資
料
を
想
起
さ
せ
る
書
風
で
は
な
い
。
安
定
感
の

強
い
静
的
な
書
風
は
、
従
来
、
伝
統
的
に
学
ば
れ
て
き
た
初
唐
の
石
碑
等
を
想

起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
新
資
料
の
書
風
を
理
想
と
し
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
宋
伯
魯
の
臨
書
に
も
、
李
瑞
清
の
よ
う
な
「
鋸
体
」
が
用
い
ら
れ
た
だ
ろ
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う（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
原
本
の
造
形
を
改
変
し
て
ま
で
も
安
定
感
の
強
い
静
的
な
書

風
を
強
調
す
る
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、
中
華
民
国
初
期
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、

羅
復
堪
・
馬
公
愚
な
ど
の
作
家
た
ち
と
比
べ
て
も
、
は
る
か
に
伝
統
的
・
保
守

的
な
書
風
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
観
峰
館
が
所
蔵
す
る
宋
伯
魯
の
臨
書
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の

造
形
的
特
質
を
考
察
し
て
き
た
。
結
果
、
宋
伯
魯
は
王
羲
之
の
尺
牘
を
、
石
碑

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
安
定
感
の
強
い
紙
面
構
成
と
均
整
の
と
れ
た
字
形
と
し

て
臨
書
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、
李
瑞
清
の

鋸
体
の
よ
う
に
、
一
見
し
て
風
化
し
た
石
刻
の
文
字
を
再
現
す
る
よ
う
な
表
現

で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。
だ
が
、
原
本
を
理

想
化
し
て
臨
書
す
る
と
い
う
点
で
は
、
李
瑞
清
と
も
共
通
す
る
制
作
態
度
で
あ

る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
伝
統
的
に
学
ば
れ
て
き
た
石
碑
の
書
を
想
起
さ
せ
る
造

形
を
伴
う
宋
伯
魯
の
臨
書
は
、
中
華
民
国
初
期
に
お
い
て
、
極
め
て
伝
統
的
・

保
守
的
な
書
風
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
観
峰
館
の
所
蔵
作
品
に
お
け
る
特
質
と
い
う
観
点
か
ら
、
宋
伯
魯

の
書
に
触
れ
て
お
こ
う
。
観
峰
館
の
所
蔵
作
品
の
多
く
は
、
公
益
財
団
法
人
日

本
習
字
教
育
財
団
の
創
立
者
で
あ
る
原
田
観
峰
（
一
九
一
一
～
一
九
九
五
）
が

収
集
し
た
中
国
書
画
で
あ
る
。
こ
の
「
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
特
質
は
、
中

国
江
南
地
方
で
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
作
品
を
ほ
と
ん
ど
選
別
す
る
こ
と
な
く

買
い
占
め
、
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
あ
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
お
け
る
宋
伯
魯
作
品
の
少
な
さ
は
、
そ
の
ま
ま
収
集
当
時
の
中
国
江
南
地

方
に
お
け
る
宋
伯
魯
作
品
の
流
通
状
況
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
観
峰
館
が
所
蔵
す
る
宋
伯
魯
の
作
品
を
紹
介
し
、
原
本
・
同
時
代
の
臨

書
作
品
と
の
比
較
に
よ
っ
て
宋
伯
魯
の
臨
書
作
品
に
お
け
る
造
形
上
の
特
質
を

論
じ
る
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
地
域
性
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
図
版
出
典
】

【
図
１
】『
墨
』
第
一
一
三
号
、
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
五
年

【
図
２
】『
墨
』
第
一
一
三
号
、
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
五
年

【
図
３
】『
墨
』
第
一
一
三
号
、
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
五
年

【
図
７
】『
中
国
書
法
全
集
』
第
十
八
巻
、
栄
豊
齋
、
一
九
九
一
年
、
一
九
七
頁

こ
こ
に
記
載
の
な
い
図
版
に
つ
い
て
は
観
峰
館
所
蔵
画
像
を
使
用
し
た
。

表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
元
か
ら
図
版
を
引
用
し
、
筆
者
が
作
成
し
た
。

〔
注
〕

（
1
）「
他
始
習
李
北
海
、
継
規
趙
・
魏
、
晩
年
追
踪
二
王
、
致
力
章
草
」
宋
伯
魯
の
書
法

学
習
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
籍
に
お
け
る
「
出
版
説
明
」
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。『
書
淳
化
閣
帖
』
三
秦
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

（
2
）
例
え
ば
、
陝
西
省
の
博
物
館
整
備
に
つ
い
て
報
じ
た
記
事
に
お
い
て
、「
宋
伯
魯
は
、

清
代
末
期
の
優
れ
た
政
治
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
詩
や
書
画
に
造
詣
の
深
い
文
化

人
で
す
が
、
関
連
の
研
究
が
不
足
し
て
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
陝
西
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
」https://senseishow

.jp/seian/hakubutsukan-kensetsu

（
二
〇
二
〇

年
六
月
一
五
日
閲
覧
）

（
3
）
本
稿
掲
載
の
宋
伯
魯
作
品
に
つ
い
て
は
、
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
観
峰
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
高
精
細
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。
本
稿
と
併
せ
て
参

照
さ
れ
た
い
。http://kam

pokan.com
/database/

（
4
）《
十
七
帖
》
は
、
王
羲
之
の
尺
牘
を
集
め
た
法
帖
で
、
書
法
学
習
の
手
本
と
し
て
唐

代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
王
羲
之
の
草
書
を
代
表
す
る
法
帖
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
続
け
て
き
た
。《
十
七
帖
》
の
評
価
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
に
簡

潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
松
村
茂
樹
「
書
論
に
見
る
「
十
七
帖
」」『
墨
』
第
二

四
二
号
、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
、
八
―
一
三
頁
。
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（
5
）
た
だ
し
、
宋
伯
魯
が
《
十
七
帖
》
を
参
照
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、

使
用
し
て
い
た
法
帖
の
種
類
に
拘
わ
ら
ず
、
手
本
と
す
る
王
羲
之
の
尺
牘
に
つ
い

て
は
、
原
本
が
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
《
十
七
帖
》

に
収
め
ら
れ
た
尺
牘
を
比
較
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

（
6
）《
十
七
帖
》
本
文
に
つ
い
て
は
、
福
原
哲
郎
「
王
羲
之
の
『
十
七
帖
』
に
つ
い
て
」

『
書
論
』
第
二
八
号
、
書
論
編
集
室
、
一
九
九
二
年
が
詳
し
い
。

（
7
）「
断
筆
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
に
お
い
て
、
詳
細
な
技
法
分
析
が
行
わ
れ
て

い
る
。
林
信
次
郎
「
王
羲
之
『
十
七
帖
』
の
書
法
―「
断
筆
」
書
法
の
意
味
―
」『
文

学
部
紀
要
』
文
教
大
学
、
一
九
九
一
年
、
二
二
八
―
二
一
一
頁
。

（
8
）
紙
面
構
成
や
字
形
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
姿
を
概
ね
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
当
然
な
が
ら
、
肉
筆
を
臨
模
し
拓
本
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
変
が
行

わ
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
中
村
史
朗
氏
は
、
臨
模
が
残
っ

て
い
る
《
遠
宦
帖
》（
台
北
故
宮
博
物
院
）
と
上
野
本
《
十
七
帖
》
を
比
較
し
て
、「
一

字
を
刻
す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
、
文
字
の
大
小
を
近
づ
け
、
行
は
真
っ
直
ぐ
に

構
え
、
章
法
上
の
展
開
を
意
図
的
に
除
外
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
、

書
法
学
習
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
拓
本
に
な
っ
た
時
に
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
中
村
史
朗
「《
十
七
帖
》
を
習
う
―
「
書
中
の
龍
」
の
虚
実
」

『
墨
』
第
二
四
二
号
、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
、
六
〇
―
六
九
頁
。

（
9
）
羅
復
堪
、
名
は
惇
、
復
堪
は
字
で
あ
る
。
癭
庵
と
号
し
、
癭
公
と
も
呼
ば
れ
る
。

広
東
省
順
徳
の
人
。
京
師
訳
学
館
の
出
身
。
教
育
部
財
政
部
、
内
政
部
、
司
法
部

の
秘
書
、
執
政
府
秘
書
、
代
理
財
政
部
参
事
を
歴
任
し
た
。
斉
白
石
（
一
八
六
三

～
一
九
五
七
）
や
汪
吉
麟
（
一
八
七
一
～
？
）
等
と
交
友
が
あ
り
、
書
家
と
し
て

も
名
を
成
し
た
人
物
で
あ
る
。

（
10
）
馬
公
愚
、
原
名
は
範
。
字
は
公
愚
。
晩
年
の
号
を
冷
翁
、
畊
石
簃
主
。
室
号
は
耕
研
斎
、

芝
草
堂
と
称
し
た
。
浙
江
省
永
嘉
の
人
。
そ
の
書
に
つ
い
て
は
、
中
村
伸
夫
氏
が
『
中

国
近
代
の
書
人
た
ち
』
に
お
い
て
、
篆
書
体
、
特
に
《
石
鼓
文
》
の
臨
書
作
品
に
「
独

自
の
面
目
が
活
き
て
い
る
」
と
評
価
す
る
。
他
方
、
行
・
草
書
体
に
つ
い
て
は
、『
決

定
版　

中
国
書
法
史
』
に
お
い
て
「
そ
の
金
石
風
味
を
殺
い
で
、
二
王
に
基
づ
く

伝
統
的
な
書
法
に
回
帰
し
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
の
書
が
中
華
民
国
初
期
に
お
い
て
復
興
し
て
き
た
事
例
の
一

つ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
中
村
伸
夫
『
中
国
近
代
の
書
人
た
ち
』
二
玄
社
、
二

〇
〇
〇
年
、
二
三
〇
―
二
三
三
頁
。
な
ら
び
に
『
決
定
版　

中
国
書
法
史
』
芸
術

新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
〇
―
一
七
二
頁
を
参
照
。

（
11
）「
以
漢
碑
筆
橅
晋
別
出
奇
趣
」【
図
８
】
李
瑞
清
《
草
書
臨
王
羲
之
尺
牘
軸
》
落
款

部
分
を
参
照
。

（
12
）
観
峰
館
が
所
蔵
す
る
李
瑞
清
の
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
瑞
清
の
書
法
―
観
峰

館
所
蔵
作
品
の
分
析
を
通
し
て
」『
観
峰
館
紀
要
』
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育

財
団
観
峰
館
、
二
〇
一
九
年
、
二
一
―
三
九
頁
を
参
照
。

（
13
）
こ
の
よ
う
な
「
王
羲
之
イ
メ
ー
ジ
」
の
生
成
は
、
唐
代
以
降
、
常
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
っ
た
。
書
の
歴
史
に
お
い
て
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
、
生

み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
に
開
催
さ
れ
た

書
学
書
道
史
学
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
伝
承
と
生
成
の
か
た
ち
―
書
学
書
道
史

と
芸
術
諸
学
」（
於
花
園
大
学
）
の
報
告
書
を
参
照
し
た
。「
第
二
十
五
回
大
会
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告　

伝
承
と
生
成
の
か
た
ち
―
書
学
書
道
史
と
芸
術
諸
学
」『
書

学
書
道
史
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
五
―
一
六
二
頁
を
参
照
。
ま

た
、
王
羲
之
イ
メ
ー
ジ
の
一
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
趙
孟
頫
に
よ
る
書
聖
・
王

羲
之
の
イ
メ
ー
ジ
生
成
―《
蘭
亭
序
》
臨
本
を
手
が
か
り
に
」『
美
学
』
第
二
五
六
号
、

美
学
会
、
二
〇
二
〇
年
、
七
三
―
八
四
頁
を
参
照
。

（
14
）「
鋸
体
」
は
曾
熙
（
一
八
六
一
～
一
九
三
〇
）
の
書
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

李
瑞
清
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
中
華
民
国
初
期
に
お
け
る
時
代
様
式
の
一
つ
で

あ
る
と
言
え
る
。

（
15
） 

原
田
観
峰
の
収
集
と
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

①
古
橋
慶
三
「
観
峰
館
の
収
蔵
資
料
に
つ
い
て
」『
観
峰
館
紀
要
』
第
一
号
、
日
本

習
字
教
育
財
団
観
峰
館
、
二
〇
〇
五
年
、
四
―
七
頁
。
②
志
民
和
儀
「
観
峰
館
の

収
蔵
す
る
近
代
中
国
の
書
画
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
九
六
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一

四
四
―
一
四
八
頁
。
③
瀨
川
敬
也
「
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
と
特
徴
」『
美

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
一
』
第
二
六
号
、
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
八
二
―
八
六
頁
。

④
古
橋
慶
三
「
記
録
―
開
館
前
の
資
料
整
理
に
ま
つ
わ
る
こ
と
」『
観
峰
館
開
館
二

〇
周
年
記
念
論
文
集
』
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
観
峰
館
、
二
〇
一
五
年
、

一
六
四
―
一
七
七
頁
。


